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データ同化手法を用いた南極ドームふじアイスコア年代決定モデルの開発
A new dating method for Dome Fuji ice core using data assimilation]
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本研究では、これまで Parrenin et al. (2004, 2007)で用いられてきた氷床流動および圧密モデルと観測値にドームふじ
第二期氷床コア中のO2/N2より得られた高解像度の tie pointsデータを用いて、新たなデータ同化手法を用いたアイスコ
ア年代決定モデルの開発を試みた。今回はカルマンフィルターを用い、Parrenin et al. (2004, 2007)とは異なり、年代自体
を直接補正する手法を取り入れたモデルを構築した。結果として、Parrenin et al. (2007)によって得られた連続的な年代
およびそれを決定する最適化されたパラメーターと、相違ない結果が得られたが、本手法では計算コストを大幅に削減
出来た。今後は別のデータ同化手法を適用した、より詳細な年代補正を行うことが可能となるアイスコア年代決定モデ
ルを構築する予定である。
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